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ツール・ド・とちぎ
を核とした地方創
生推進事業

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【ツール・ド・とちぎ事業】
ツール・ド・とちぎ開催準備に係
る負担金

なお、本事業は栃木県及び県
内全市町との広域連携事業

【担当課：企画課】

■ツール・ド・とちぎ支援事業
・平成28年度から毎年3月下旬に
国際公認サイクルロードレース
「ツール・ド・とちぎ」が開催され、
令和元年度は令和2年3月20～
22日の開催に向けて準備を進め
てきたが、新型コロナウイルスの
感染拡大の影響により、国際自
転車競技連盟（UCI）からの要請
を受け、開催を目前にして中止
することとなった。
・本事業は、当初から令和2年3月
をもって終了する予定だったた
め、予定どおり終了することとなる
が、今後は、ファミリー層から中級
層までが楽しんで参加できる広域
サイクリングイベントを核とした事
業への転換が予定されている。

【事業費】700,000円
実施主体:NPO法人ツール・ド・と
ちぎの会への負担金

700,000

①公営レンタ
サイクル利用
者数
基準値：
56,710人

②ツール・ド・
とちぎ公式HP
閲覧回数
基準値：1.6万
回

③外国人宿泊
者数
基準値：18.1
万人

④観光消費額
基準値：5,132
億円

①60,538人

②31.33万回

③27.4万人

④6,530憶円

①69,429人

②26.08万回

③24.7万人

④7,054憶円

C

廃止・
終了

事業計画期間終了のため

C

廃止・
終了

事業計画期間終了のため

ましこ観光振興推
進プロジェクト

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

■改修工事
 ・29年度に（仮称）平成館改修事
業第2期工事として、とりこわし、
内装、建具、左官、給排水設備
工事等を行い、当該交付金事業
は完了した。

【事業費】68,299,200円
工事請負費

68,299,200

滞在型観光地づ
くりを目指して～
皇室ゆかりの歴史
的建築物（仮称）
平成館改修事業
～

地方創生応援税
制（企業版ふるさ
と納税）

■改修工事
 ・30年度に（仮称）平成館改修事
業第3期工事として、主に玄関・
風呂・宿直室・厨房・ギャラリーの
内装、建具、左官等の他、外構
工事、電話工事を行い、当該交
付金事業は完了した。
【事業費】60,696,000円
工事請負費

【寄附実績】
イートランド㈱（宇都宮市）
医）東京中央美容外科（東京都）
はが野農業協同組合（真岡市）
　以上3社

60,696,000

【（仮称）平成館改修事業】
滞在型の観光地づくりを推進す
るため、皇室ゆかりの歴史的建
築物である「平成館」（明治15年
頃建築。戦時中は皇室の疎開
先として利用。昭和48年に本町
内へ移築。平成28年寄付により
町所有）を新たに宿泊施設とし
て改修し、宿泊施設の充実と、さ
まざまなおもてなしにより観光客
の誘客を図る。

【担当課：観光商工課】

①（仮称）平成
館宿泊者数
基準値
0人

②（仮称）平成
館収入額
基準値
0円

③観光客宿泊
者数
基準値
21,337人
（H27.1～12）

①500人

②5,000千円

③28,000人

①99人

②573.5千円

③47,550人

B

改善・
見直し

①②については、宿泊施設運営
事業者との協定書締結が遅れた
ことにより、令和元年6月開業予
定が令和2年2月開業となった。あ
わせて同時期に新型コロナウイ
ルスの感染拡大の影響もあり、宿
泊者数・収入額が伸びずKPI未
達成となった。
今後の社会情勢傾向を見なが
ら、宿泊者数増に向けた取組み
を図る。

③についてはKPIを大きく上ま
わったが、平成29年以降は微増
にとどまることや、令和2年は新型
コロナウイルスの感染拡大の影響
による大幅な減少が予想されるこ
とから、宿泊客数の回復に向けた
取組を検討する必要がある。

A
このまま

継続
3委員

B
改善・
見直し
1委員

コロナによる影響は長期化すると
思われる。今後の社会情勢傾向
を見ながら取組み検討する必要
性あり。
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B

改善・
見直し

①合同就職面接会参加者の地
元就業者数であり、KPIを上回る
18人の就職者が決定した。

②KPIを大幅に上回ったため、各
事業の改廃をしながら取り組みを
継続していく。

③前年度比較増ではあったが
KPI未達成であり、更なる効果的
な情報発信に努めていく必要が
ある。

④暮らし分野で検証

A
このまま

継続
3委員

B
改善・
見直し
1委員

観光情報コンテンツは国内・海外
向けに更なる発信が必要。

【マーケティング調査事業】
地域における一人あたりの観光
消費額等を調査し、事業展開の
ためのデータ蓄積を行う。

【担当課：観光商工課】

■マーケティング調査事業
・観光消費動向に関するパラメー
タ調査の実施
・町独自のポイントカード
（mashipoカード）運用システムの
構築

【事業費】6,292,098円
委託料、使用料及び賃借料

B

改善・
見直し

パラメータ調査業務およびポイン
トカードシステムの構築が予定ど
おり実施できたため、今後はマー
ケティング調査業務から見えてく
る観光客の動向・消費の実態を
基に、滞在型観光の推進を図り、
観光消費額を増やす取り組みを
検討していく。

A
このまま

継続
3委員

B
改善・
見直し
1委員

データの定期的、すみやかな開
示・共有が必要。

【観光振興計画策定業務】
マーケティング調査結果や山田
桂一郎氏のアドバイス、ノウハウ
を蓄積し、本町における今後の
事業展開の指針とするための策
定業務。

【担当課：観光商工課】

■観光振興計画策定業務
観光振興計画の策定について
は、観光戦略会議にて事業指針
を示した計画が策定されたため、
この科目での事業費支出はな
かった。

【事業費】0円

C

廃止・
終了

代替する計画が策定できたため、
当事業は終了とする。

C

廃止・
終了

【観光戦略会議開催】
山田桂一郎氏を招聘し、マネジ
メント及びマーケティング調査結
果に基づく観光消費額増やリ
ピーター増、客単価増等の顧客
等の確保に向けたアドバイス等
をいただく。

【担当課：観光商工課】

■観光戦略会議の開催
観光戦略アドバイザーを招聘し、
観光関連団体・事業者の代表者
により構成される観光戦略会議を
開催した。

【事業費】2,168,000円
委託料、委員報酬

A

このまま
継続

7回にわたる会議により、戦略的
な観光関連事業の実施について
関係者と意見交換を行った。今
後は、引き続き関係機関・地域団
体と合意形成を図りながら、DMO
等の登録を目指した組織体制づ
くりを検討し、観光地経営の視点
に立った事業推進に努める。

A
このまま

継続
4委員

【ブランドイメージ構築業務】
本町のブランド価値を高めてい
くために、ヴィジュアルアイデン
ティティを確立し、町のフォントや
ロゴの統一を図り、プロモーショ
ンの象徴となる広告宣伝の機能
を持たせるための商標登録も行
う。

【担当課：観光商工課】

■ブランドイメージの構築
ブランドイメージの構築として、観
光の視点からの町のイメージを伝
えるためのポスターやチラシ、ノ
ベルティ、観光ポータルサイト等
のデザインを作成した。また、益
子焼のブランドイメージを高める
ための商品開発を行った。

【事業費】5,495,118円
委託料、商標登録手数料

A

このまま
継続

令和元年度中に成果物の製作
や周知に着手する事ができな
かったため、今後は成果物の製
作・頒布を行い、町のブランドイ
メージを町内外への観光プロ
モーションの象徴として広告宣伝
に活用し町のブランド化に努める
ことで、来訪への興味や、
HP.SNS等の閲覧数増を図る。

A
このまま

継続
4委員

伝統的工芸品益
子焼を基盤とした
「観光を基幹産業
化」するためのま
ちづくり事業

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

①地域活性化
のための講習
会参加者のう
ち就職者数
（延べ人数）
0人

②一人当たり
観光消費額
0円

③海外向け観
光情報コンテ
ンツの閲覧回
数
173回

④本事業を通
じた移住・定
住相談件数
169件

①18人

②22,890円

③272回

④130人

①10人

②7,500円

③323回

④230人

34,455,903
うち産業分野
31,903,362

うち暮らし分野
2,552,541

伝統的工芸品益子焼を基盤とした「観光を基幹産業化」するためのまちづくり事業のＫＰＩに関する検証 →
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【インバウンド促進事業】
2020年は、濱田が陶芸活動を開
始するためセント・アイヴスに渡
英、築窯後100年となるメモリア
ルイヤーとなることから、セント・
アイヴス、ロンドン等でのトップ
セールスによるインバウンド誘客
事業、益子焼の受注強化を図る
ための展覧会、商談会等を開催
する。

【担当課：観光商工課】

■インバウンド誘客等トップセー
ルス業務
令和元年11月に英国ロンドンで
の観光見本市に出展し、トップ
セールスを行った。

【事業費】5,000,000円
委託料

A

このまま
継続

ロンドンでの見本市では約140人
の名刺交換を行うことが出来た。
その後のアフターフォローとして、
海外向け観光WEBサイトを活用
した町の観光情報を効果的に発
信し誘客に繋げていく。

A
このまま

継続
4委員

Webを活用されたい。

【ラーニング・バケーション事業】
本町の自然と親しみ、人と語ら
い、文化に触れる、体験型ツーリ
ズム事業。町内団体が地域資源
を活用し、企画運営を行ってお
り、宿泊体験プログラム等のメ
ニューを増やすなどして、観光
客の滞在時間延伸化につなげ
る。

【担当課：企画課・観光商工課】

■ラーニングバケーション
町内で体験型ツーリズムに取組
む4団体の活動を支援した。小麦
栽培、藍染め、料理教室、野菜の
収穫体験等の内容で実施され
た。全10回。参加者数は137人。

【事業費】721,147円
実施主体への交付金

A

このまま
継続

参加者にはリピーターも多数みら
れるため、今後も「田舎暮らしを
体験する」ラーニングバケーショ
ン事業を観光戦略の軸とし、より
収益性のある滞在型観光の旅行
商品としての質の向上に努める。

A
このまま

継続
4委員

【地域活性化就労支援・雇用創
造事業】
観光の基幹産業化を図るための
人材育成、雇用拡大、就職促
進、雇用創出実践等、地域に職
を求める・職をつくるメニューの
実施とともに、マッチングを支援
し、町内での就職希望者にあっ
ては個人のスキルアップ、事業
主においては自発的な雇用創
造のための説明会、セミナー、
相談会を開催する。

【担当課：観光商工課】

■就労支援・雇用創造事業
求職者、起業希望者のスキル
アップのためのセミナーと合同就
職面接会を開催した。セミナー
は、21回開催し参加者102人、延
べ人数287人であった。うち就職
者18人、創業者4人を出すことが
できた。また、合同就職面接会を
1回開催し、益子町からの参加企
業数は14社で採用者は19名（内
町民5名）であった。

【事業費】6,854,999円
事業推進員人件費、セミナー委
託料、チラシ・ポスター印刷費等

B

改善・
見直し

セミナーや合同就職面接会で就
業や創業へと導くことができ、一
定の成果があったものと考えられ
る。
しかし、セミナーを開催しても定
員まで達しない回があったため、
魅力ある内容とＰＲ方法を検討
し、効果的に開催をして行く。

A
このまま

継続
3委員

B
改善・
見直し
1委員

移住・定住事業との関連性を強
化されたい。

【起業支援補助金】
飲食、製造、建設、不動産等の
起業を行う個人や団体に初期投
資経費の一部を助成すること
で、空き店舗の解消、雇用の創
出を促し、地域活性化を図り、町
民並びに観光客に質の高い
サービスを提供する。

【担当課：観光商工課】

■起業支援補助金
起業支援補助金は12件の問合
せがあり、うち2件に補助金を交
付（宿泊業、美容室）した。

【事業費】1,772,000円
補助金

A

このまま
継続

平成30年度に補助金の補助内
容を見直したことにより、申請件
数が減少しているため、さらなるＰ
Ｒに努め利用者を増やして行く。

A
このまま

継続
4委員

補助金制度のPRが必要。

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【再掲】
伝統的工芸品益
子焼を基盤とした
「観光を基幹産業
化」するためのま
ちづくり事業

【再掲】
①10人

②7,500円

③323回

④230人

【再掲】
①18人

②22,890円

③272回

④130人

【再掲】
①地域活性化
のための講習
会参加者のう
ち就職者数
（延べ人数）
0人

②一人当たり
観光消費額
0円

③海外向け観
光情報コンテ
ンツの閲覧回
数
173回

④本事業を通
じた移住・定
住相談件数
169件

【再掲】
34,455,903
うち産業分野
31,903,362

うち暮らし分野
2,552,541
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本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)

【益子焼販路拡大事業】
益子焼に関する団体の連携を
図りながら、益子焼の振興のた
めに商品開発、見本市出展、販
路開拓等の事業を行う。

【担当課：観光商工課】

■益子焼販路拡大事業
益子焼関係団体協議会、益子焼
協同組合、益子焼販売店組合に
おいて、日本各地でＰＲ及び販路
拡張ための活動をした。
【事業費】1,600,000円
補助金

B

改善・
見直し

益子焼のＰＲ及び販路拡張のた
め効果的な活動になるよう事業
内容を検討していく。

A
このまま

継続
3委員

B
改善・
見直し
1委員

【地域産品（農産物）を活用した
商品開発・販路拡大事業】
道の駅の運営体であり、地域再
生推進法人の指定を受けている
地域商社「株式会社ましこカン
パニー」と連携し、民間ノウハウ
を活用した付加価値の高い地場
商品の開発に着手し、総合的な
地域産業の振興を進めていく。

【担当課：農政課】

■交付金
　地域農産物商品開発事業

【事業費】2,000,000円
　　　　　　交付金1/2

【商品】（開発数）開発済11点
　　　　　　　　　  開発中4点

A

このまま
継続

新たな製造技術を習得し新商品
を開発した。今後供用開始となる
新しい加工施設を利用し、多くの
商品を開発していく。

A
このまま

継続
4委員

新加工施設の開発力を向上され
たい。

①本施設整備
により新たに
製造・開発さ
れた商品数
0点

②本施設整備
により製造・開
発された商品
の販売増加額
0万円

③本施設整備
により新たに
雇用した雇用
者数
7人

①R1年度は
未実施のた
め、R2年度か
ら捕捉

②R1年度は
未実施のた
め、R2年度か
ら捕捉

③8人

①R1年度は
未実施のた
め、R2年度か
ら捕捉

②R1年度は
未実施のた
め、R2年度か
ら捕捉

③0人

A

このまま
継続

本年度益子町地域振興拠点施
設（加工施設）が完成した。①②
については供用開始後から補足
予定である。令和2年7月に施設
が供用開始予定であるため、そ
れぞれのKPI達成に向けて事業
を継続する。

A
このまま

継続
4委員

地域商社を核とし
た加工拠点整備
計画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

【益子町地域振興拠点施設（加
工施設）整備事業】
地域の特産品であるりんごやな
し、ぶどう、ブルーベリーといっ
た多様な果樹や野菜を活用し、
民間業者、金融機関、町の出資
により設立した地域商社（㈱まし
こカンパニー）を核として、多くの
顧客ニーズに対応する高付加
価値商品や、保存期間が長く、
加工も容易で町のブランドとなる
商品の創出と、今後需要が見込
まれる一次加工受託商品の製
造が可能な食品加工施設を整
備することにより、地方創生にお
ける課題の解決とその受け皿と
なる地域商社の経営基盤強化を
図る。

【担当課：農政課】

【再掲】
①18人

②22,890円

③272回

④130人

【再掲】
①10人

②7,500円

③323回

④230人

【再掲】
①地域活性化
のための講習
会参加者のう
ち就職者数
（延べ人数）
0人

②一人当たり
観光消費額
0円

③海外向け観
光情報コンテ
ンツの閲覧回
数
173回

④本事業を通
じた移住・定
住相談件数
169件

【再掲】
34,455,903
うち産業分野
31,903,362

うち暮らし分野
2,552,541

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【再掲】
伝統的工芸品益
子焼を基盤とした
「観光を基幹産業
化」するためのま
ちづくり事業

■益子町地域振興拠点施設（加
工施設）整備工事
 ・益子町地域振興拠点施設（加
工施設）の建築工事を行った。
【事業費】114,076,050円
工事請負費、施工監理費

■益子町地域振興拠点施設（厨
房機器）整備業務
・益子町地域振興拠点施設（加
工施設）の厨房設備の整備を
行った。
【事業費】22,704,000円
業務委託費

■益子町地域振興拠点施設（駐
車場）整備工事
・益子町地域振興拠点施設（加
工施設）の駐車場を含む外構工
事を行った。

【事業費】5,735,950円
工事請負費

142,516,000円


